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日
受
領
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号

内
閣
衆
質
一
六
六
第
三
三
二
号

平
成
十
九
年
六
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
我
が
国
の
対
ア
フ
リ
カ
外
交
に
つ
い
て
の
官
房
長
官
秘
書
官
の
発
言
に
関
す
る
再
質
問
に
対

し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
我
が
国
の
対
ア
フ
リ
カ
外
交
に
つ
い
て
の
官
房
長
官
秘
書
官
の
発
言
に
関
す
る
再
質
問

に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
者
は
、
御
指
摘
の
時
期
に
官
房
長
官
秘
書
官
事
務
取
扱
を
務
め
て
い
た
。

二
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
六
月
十
一
日
現
在
、
御
指
摘
の
者
は
在
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
日
本
国
大
使
館
公
使
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
大
使
は
、
ラ
シ
ャ
ド
・
フ
ァ
ラ
氏
で
あ
る
。

四
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て

外
務
省
と
し
て
、
御
指
摘
の
者
に
確
認
し
た
範
囲
で
は
、
御
指
摘
の
「
会
見
」
及
び
「
発
言
」
が
行
わ
れ
た
事
実
は
な
か

っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

外
務
省
に
お
い
て
確
認
で
き
る
範
囲
で
は
、
平
成
十
九
年
六
月
五
日
ま
で
の
間
に
、
御
指
摘
の
者
が
提
出
し
た
国
家
公
務

一



員
倫
理
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
五
千
円
を
超
え
る
贈
与
等
又
は
報
酬
の

支
払
に
係
る
報
告
は
、
零
件
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
四
月
二
日
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、
外
務
省
と
し
て
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
の
在
京
臨
時
代
理
大
使
に
対
す

る
外
交
官
等
身
分
証
明
票
の
発
給
に
係
る
事
案
に
関
し
、
同
省
の
内
規
に
基
づ
き
、
同
日
付
で
御
指
摘
の
者
に
対
し
て
厳
重

訓
戒
処
分
を
行
う
こ
と
と
し
た
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

二


